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"Si, 森県北津軽郡金木町 

大字金木字朝日山323 
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夏まつ％ 
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昭和勺ケB ー「 金米町 
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~▲阜

手づくりボスター ・でまつりを盛り上げて〈れた中学校生徒の力作 

軽
乞
の
 
短
い
夏
に
 

躍
動
し
た
若
者
た
ち
 

昭相ら甑6日ー11日 
金木町 
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▲山道町 

▲上町 

▲新富町 

も
の
で
、
今
年
で
二
度
月
で
あ

る
。
斜
陽
館
、
太
宰
文
学
碑
、
 

ね
ぶ
た
な
ど
、
町
を
印
象
づ

け

る
題
材
の
力
作
、
約
百
七
十
枚

が
町
内
各
所
に
張
ら
れ
て
ま
つ

リ
を

P
R
、
大
好
評
を
博
し
て

い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
十
六
日
に
は
五
所
川

原
青
年
会
議
所
製
作
の
．

百
石

メ
ー
ト
ル
大
虫
様

4
が
ま
つ
り

関
係
者
、

町
民
合
わ
せ
て
約
百

二
十
人
に
よ
っ
て
運
行
さ
れ
、
 

沿
道
を
埋
め
た
見
物
客
か
ら
嘘

ん
な
拍
乎
を
あ
び
て
い
ま
し
た
 

．
“
こ
の
看
護
婦
さ
ん
と
看
者
ど

こ
の
人
？
・
見た
こ
と
あ
る
な
あ
？

・

仮
装
も
登
場
し
、
見
物
容
も
大
笑
い
で
し

た
 
。
 

(
 

(
 

ー
 

毎
年
お
盆
に
か
け
て
行
な
わ

れ
て
い
る
、
恒
例
の
「
金
木
夏
ま

つ
り
」
は
、今
年
も
去
る
八
月
十
五

日
か
ら
三
日
問
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

ー
 

初
日
の
十

五

H
、
商
工
会
肯

年
部
に
よ
る
み
こ
し
運
行
、
（
表

紙
の
写
真
）
金
木

小
ト
ラ
ン
ペ

ツ
ト
鼓
笛
隊

な
ど

の
町
内
パ

レ
ー
ド
で
開
幕
。
奴
デ
ィ

ス
コ

大
会
、
ネ
ブ
タ
合
同
運
行
、
小

学
校
相
撲
大
会
な
ど
盛
り
だ
く

さ
ん
の
行
事
で
賑
わ
い
を
み
せ
、
 
 “短

い
津
軽
の
夏
一
を
見
物
客
は

満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
 

昨
年
、
初
め
て
登
場
し
た
凧

ネ
プ
タ
は
今
年
も
六
台
運
行
さ

れ
、
ま

つ
り
に
彩
り
を
添
え
て

い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
ま
つ
り
ム
ー
ド
の
盛

り
上
げ
に
一
役
買
っ

た
の
が
、
 

“
手
づ
く
り
特
製
ボ

ス
タ
ー
》
 

（
表
紙
の
写
真
）
の
数
々
。
・
」
 

の
ポ
ス
タ

ー
は
、
ま
つ
り
を
主

催
す
る
町
商
工
会
が
、
金
木
中
、
 

金
木
南
中

の
両
校
に
依
頼
し
て

生
徒
た
ち
に
描
い
て
も
ら
っ
た
 



る
八
月
二
十
日
 

る
八
月
二
十
日
 
喜

良
市
第
四

保
青
所
で
「

親
子
盆
踊
大
会
」
 

が
開
か
れ
ま
し

た
。
 

こ
の
催
し
は
、
今
年
は
じ
め

て
母
の
会
（
中
村
ま
り
子
会
長
）
 

と
保
育
所

の
共
催
で
開
か
れ
た

も
の
で
、
こ
の
日
は
親
子
合
わ

せ
て
約
二
百
人
が
参

加
し
、
夏

の
夜
の
ひ
と
と
き
を
、
親
と
一

緒
に
過
ご
し
た
園
児
た
ち
は
大

喜
び
で
し
た
。
 

終
了
し
た
あ
と
は
、
待
ち
に

待
っ
た
お
菓
子
が
い
っ
ば
い
詰

っ
た
袋
が

一
人
ひ
と
り
に
渡
さ

れ
、大
は
し
ゃ
ぎ
し
て
い
ま
し
た
。
 

「
今
年
は
じ

め
て
の
“
盆
踊
り

大
会
中
で
し
た
が
、
好
評
を
博
し

た
の
で
米
年
の
夏
は
、
子
供
会

と
是
非
合
同
で

や
リ
た
い
ー
い

と
伊
藤
所
長
の
抱
負
で

し
た
。
 

▲親子のふれあいを深めた盆踊大会 

7
s
第
四
保
育
所
 

一
 

親
と
子
、
地
域
住
民
と
の
ふ

れ
合
い
を
深
め

よ
う
ー
。
と
去
 

'
 
,
.
 

昇
ち
わ
片
手
に
園
児
大
喜r引
 

親
子
盆
踊
大
会
 

町

民
悦
 

県

民
税
 

×
 ※
詳
し

い
こ
と
は
、
役
場
税
務
課

ヘ
 
ノ
 

奄―金木町役‘4 

四
年
ぶ

り
：
 

荒
磯
親
方
（
嘉
瀬
出
身
 

・

一
匹
手
岳
）
訪
れ

る
 

現
役
時
代
，
技
能
派
力
士
と

し
て
大
活
躍
し
た
荒
磯
親
方

（
元

二
子
岳
）
が
去
る
八
月
十
二
日
、
 

四
年
ぶ
り
に
お
盆
を
兼
ね
て
帰

省
さ
れ
、
大
橋
町
長
を
訪
間
さ

れ
ま
し
た
。
 

ニ
子
岳
と
い
え
ば
、
昭
和
四

十
二
年
九
州
場
所
で
は
見
半
大

相
撲
の
花
形
で
あ
る
、
小
結
（
三

役
）
ま
で
昇
進
。
技
能
力
士
と

し
て
、
昭
和
五
十

一
年
に
引
退

す
る
ま
で
全
国
相
撲
フ
ァ
ン
に

親
し
ま
れ
た
。
 

現
在
は
年
寄
荒
磯
を
襲
名
し
、
 

後
進
の
育
成
、
大
相
撲
審
判
員

と
し
て
御
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

③ 金木だより川川川川III' 

▲大橋町長を訪間した荒磯親方 

Z
 町・県民税とは？ 

町・県民悦（住民税）は、毎年 1月 

1日現在金木町に住所のある人にか 

かリます。 

＠税額のだ1.方 

（前年のl月lII -12月31日まで 

の収入による） 

必要経費＝所得金額 

I州りI悩1額＝課税標準額 

⑧税率ー⑥連算控陳＝所得割額 

均等割額 税 額 

×
 

公
五

一一
ー

一
一
一
 
一
 

×
 

▲ニれは大きいノり05mの大虫様‘ も運

行された。かついだ人なんと・司20人 

お
尋
ね

下
さ

い
。
 

画税の豆知識 
0均等割 

町民税 1 .50(）円 県民税700刊 

0所得割 

＠税金のかからない人 

1ィ）前年に所得のない人 

（ロ〕生活保護を受けている人 

("1障害者、未成年者、老人者、か× 

婦で前年の所得金額が k×）万円 

以下の人 

同前年の所得金額が基準額以下の 

人（基準額 1人24 .」800円） 	容 

③ 課 視 標 準 額 ⑧税率 ⑥連算控除 

60万円以下の金額 3% 0円 

60万円を超え 	130万円以下の金額 5% 12.000F'J 
130万円を超え 	260万円以下の金額 7% 38,000円 

260万「りを超え 	460万円以下の金額 8% 64.000円 

Ili() I jJlJ を超え 	950方円以下の金額 10% 156.000円 

り5り1ノ円を超え L900万円以下の金額 11% 251.000円 

I,9on IJIリを超える金額 12% 441.000111 

④ 課 税 標 i魯 額 ⑧悦率 ⑥連算控除 

130万円以下の金額 2% 0円 

130万Plを超え 	260万円以下の金額 3% 13.000lJ 
260万円を超える金額 4% 39.000円 



~9月の納税～ 
固定資産税 3期、国民

健康保険税 2期の納期限 

【よ 9 月301:1です。 

早めに納めましょう。 
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二
十

一
世
紀
を
担
う
決
意
に
あ
ふ
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▲お祝いを述べる大橋町長 

▲はつらつとした成人 1年生たち 

“
夏
の
成
人
式
・
と
し
て
す

っ
か
リ
定
着
し

た
「
金
木
町
成

人
を
祝
う
会
」
が
去
る
八
月
十

五
日
、
金
木
町
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
、
今
年
度
は
百
七
十

三
人
が
大
人
の
仲
間
入
リ
を
し
、
 

大
矯
町
長
ら

の
祝
福
を
受
け
ま

し
た
。
 

“
夏
の
成
人
式
一
に
切
リ
換

え
て
十

一
年
目
の
今
年
の
対
象

者
は
、
昭
和
四
十
三
年
度
生
ま
 

れ
の
男
五
十
九
人
、
女
六
十
一
一

人
、
町
外
申
込
者
五
十
二
人
の

百
七
十
三
人
。

十
勝
沖
地
震
の

年
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
が
中
心

で
、
こ
の
日
は
百
三
十
七
人
が

出
席
し
ま
し
た
。
 

ま
ず
、
大
橋
町
長
が
「
今
後
、
、
 

思
う
存
分
、
長
い
生
涯
に
お
い

て
活
躍
さ
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て

く
だ
さ
い
い
と
あ
い
さ
つ
。
 

花
田

一
県
議
会
議
貝
、
鳴
海
町

議
会
副
議
長
、
近
藤
教
育
長
ら

が
次
々
と
激
励
と
お
祝

い
の
こ

と
ば
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
新
成
人
を
代

表
し
角
田
亜
希
子
さ
ん
（
短
大

生
）
が
 
「第
二

の
人
生
の
第

一

歩
を
踏
み
だ
し
た
わ
け
で
す
が
、
 

今
日
の
感
激
を
胸
に
、
社
会
に

役
立
つ
人

間
に
な
る
よ
う
頑
張

リ
ま
す
ー
い
と
謝
辞

を
述
べ
、
 

二
十

】
世
紀
を
担
う
べ
く
決
意

を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
参
加
者
全
貝
で

記
念
写
真
を
撮
影
。
久
し
ぶ
リ

に
会
う
友
違
同
志
な
ご
や
か
に

懇
談
し
、
新
成
人
を
お
互
い
祝

っ
て
い
ま
し
た
。
 

ひ
と

こ
と

・
・
・
 

二
十
歳

の
 

抱
負
 

川倉 泉谷 哲子さん 

（専門学生） 

人には迷惑をかけないで、 

けじめをつける人間になリ

たい。 

学核を卒業したら地元に

帰って就職したいと思って

います。雇用面で町に期待

します“ 

夢 
嘉瀬 木村 琶懲さん 

（大学生） 

残された学生々活の中で、 

将米の職業にてハ、て真剣に

考えたい 

本当は、大学を卒業した

ら地元に帰リたいが、就職

先があまリないので 

金木 角田亜希子さん 

（短大生） 

これからは責任のとれる

行動をしたい。 

学枚ではピアノ科を専攻

しているので、これを生か

して将来、地元に帰って教

師をするのが夢です。 

喜良市 岡田 英樹さん 

（専間学生） 

今までとは違った意味で

の、自分の行動に責任を持

ちたい。 

将米的には、今現在学ん

でいる電子関係を生かせる

ような仕事に就き、できれ

ば地元に帰リたい。 

”国 際 結 婚 で ス テ キ な 人 生，, 

C’→＝白ムI 、ョsー目一甘“=I フー I 、 ＝士→，、  
‘▼お見合い希望者募集しています▼、 

町では現在、フィリピン女性と結婚したい方のお見

合いを計画しています。もし、金木町民でフィリピン

女性と結婚したい意志のある方は、役場企画室までお

知らせ下さい。あなたの幸せな人生のためにお手伝い致

します。現在'I人希望者があリます。(ff53-2u1内線40) 



全国大会で大活躍” 
～全国少年少女リレー大会（国立競技場）~ 

工藤桃子 I(6叫）大篇ノくル, 

ズa" ツ 

かなぎコーナー 

⑤ 金木だより川~川―川mII" 

▲大橋町長に喜びを報告するエ藤桃子さん 

へ
）
 

(
 

全
国
都
道
府
県
予
選
を
勝
ち

抜
い
た
強
豪
選
手
が

一
同
に
競

う
、
全
国
少
年
少
女
リ
レ

ー
大

会
（
日
本
陸
上
競
技
連
盟
主
催
）
 

が
去
る
八
月
ニ
十
七
日
、
東
京
・

国
立
競
技

場
で
行
な
わ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
全
国
レ
ベ
ル
の
大

き
な
大
会
に
、
川
倉
小
学
校
六

年
工
藤
桃
子
さ
ん
が
青
森
県
代

表
選
手
の

一
人
と
し
て
出
場
、
 

大
活
躍
し
ま
し
た
。
 

こ
の
大
会
に
出
場
す
る
ま
で

に
は
、
あ
し

の
陸
上
大
会
、
郡

大
会
、
県
大
会
と
数
々
の
大
会

を
勝
ち
抜

い
た
も
の
で
、
県
代

表
少
女
選
手
六
人
を
選
考
す
る
 
 

最
終
大
会

（
十
五
人
出
場
）
で

も
、

1
3秒
8
の
好
タ
イ
ム
で
他

の
選
手
を
寄

せ
つ
け
ず
見
事
県

代
表
選
手

に
な
リ
ま
し
た
。
 

全
国
大
会
で

は
、
女
子
四
百

メ
ー
ー
ト
ル

リ
レ
ー
ア
ン

カ
ー
 

選
手
と
し
て
出
場
。
青
森
県
は

予
選
を
勝
ち
抜
き
決
勝
ま
で
進

出
。
決
勝
で
は
今
大
会
で
第

5
 

位
と
な
っ

た
大
阪
代
表
校
ア
ン

カ
ー
選
手
を
工
藤
選
手
が
見
事

追
い
抜
き
、
青
森
県
が
第
四
位

と
な
っ
た
立
て
役
者
で
し
た
。
 

工
藤
選
手
、
学
校
で
は
、
何
と

ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
部
員
で
、
「
陸
上

は
本
格
的

に
練
習
し
た
こ
と
が

全
く
な
い
の

に
 
。

生
ま
れ
 
 も

っ
た
本
人
の
素
質
し

か
考
え

ら
れ
な
い
い
と
担
当
の
先

生
は

驚

い
て
い
ま
し
た
。
 

近
い
将
来
、

金
木
町
か
ら
も

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
が
出
る
か

も
…
。
大
い
に
期
待
し
ま
す
。
 

工
藤
桃
子
選
手
、
本
当

に
ご

苦
労
様
で
し
た
。
 

大
会
結
果
は
次
の
と
お
リ
。
 

◇
女
子

▽
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
 

ー
決
勝
①
長
泉

陸
上

（
静
岡
）
 

5
3秒
3
0②
宇
都
宮
少
年
陸
上
教

室

（
栃
木
）
5
3秒
4
5③
飾
麿
ク

ラ
ブ

（
兵
庫
）
5
3秒
7
0④
あ

す

な
ろ
ク
ラ
ブ

（
赤
石
、
向
中
野

七
戸
、
エ
藤
）
5
3秒
8
0
 
 

一
 

第

十
八
回
全
国
中
学
校
相
撲
 

（
弘
前
三
中
も
代

表
）
は
団
体

で
第
三
位
の
大
健
闘
を
み

せ
ま

し
た
。
 

大
会
で
は
、
全
国
か
ら
四

十

八
チ
ー
ム
が
参
加
。
金
木
南
中

は
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ー
回

戦
で
古
仁
屋

（
鹿
児
島
）
、
準

々
決
勝
安
芸

（
高
地
）
を
破
リ

準
決
勝
に
進
出
し
た
が
、
 
一
回

戦
で
弘
前
三
中
を
破
リ
勝
ち

L
 
 が

っ
て
き
た
鶴
城

（
熊
本
）
に
 

1
1
2
で
惜
し
く
も
敗
れ
、
三

位
と
な
リ
ま
し
た
。
 

「
今
大
会
に
出
場
し
た

メ
ン

パ
ー
四
人
は
、
全
員
ニ
年
生
で

あ
る
し
、

来
年
は
必
ず
優
勝
で

き
る
 

い
と
島

田
監
督

（
金

木
南
中
教
頭
）
の
来
季
に
か
け

る
力
強

い
意
気
込
み
で
し
た
。
 

大
会
結
果
は
次
の
と
お
リ
。
 

▽
準
決
勝
 

鶴
城
中
（
熊本
）
2
1
1
金
木
南
中

〇
牧
 
か
た
す
か
し
 

原
田

高
浜
う
わ
て
な
げ
 
沢

田
〇

〇
田
中
よ
リ
き
リ
 

山
中
 

金木南中団体第 3位の 
大 健 闘 ” 

～全国中学校相撲選手権大会～ 

一
選
手
権
大
会
が
去
る
八
月
十
八

一
日
、
＋
和
田
市
営
相
撲
場
で

開
 

）
雀
さ
h
、
本
具
七
友
金
末
南

中

催
さ
れ
、
本
県
代
表
金
木
南

中
 

手‘／ 、コーチ・沢田修治

ト幸興讐手 
' ／、I り二督‘島 III教頭 

,!'（川 治選1きI這中 脱逗 

▲全国大会第 3 位の
選手メンバー 



第
六
回
 
陸
奥
湾
一

周
駅
伝
 

出

揚
選

手

紹
介
 

▲出稼者の安全祈願をした大会 

フ
レ
ー
、
フ
レ

ー
 

金
木
ク
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［濃
蕪
濃軒
ロ
 

出
稼
ぎ

に
よ
る
事
故
を
な
く

そ
う
ー
ー
 
と
去

る
八
月
十
七

日
、
中
央
公
民
館
に
出
稼
者
と

家
族
約
百
二
十
人

が
集
り
「
出

稼
者
安
全
就
労
と
家
族
激

励
大

会
」
 
が開
か
れ
ま
し
た
。
 

町
出
稼
就
労
者
組
合

（
組
合

長
・
大
橋
町
長
）
の
総
会
に
引

き
続
き
行
な
わ
れ
た
同
大
会
で

は
、
神
事
に
よ
り
出
稼
ぎ
者
の
 
 

安
全
を
祈
願
し
、

出
席
者
が
神

妙
な
面
持
ち
で

お
載

い
を
受
け

ま
し
た
。
 

金
木
町
か
ら
は
、
約
千
三
百

人
が
主
に
東
京
、
神
奈
川
、
愛

知
方
面

に
冬
期
間
出
稼
ぎ
し
ま

す
が
、
出
席
者

は
「
安
心
し

て

働
け
る
会
社
で
、
事
故
の
な
い

畠
稼
ぎ
を
し
よ
う
ー
 
ー
いと
誓

い
合
い
ま
し
た
。
 

嘉
瀬
地
区
を
流

れ
る
小
田
川

の
改
修
事
業
早

期
完

成
を

目

的
と
し
た
 
「小
田
川
改
修
事
業

期
成
同
盟
会
総
会

」
が
去
る
八

月
十

一
日
、
嘉
瀬
公
民
館
で
開

か
れ
ま
し
た
。
 

総
会
で
は
、
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
五
所
川
原
土
木
事
務
所

池
田
工
事
調
整
監
よ
り
、
 
「
県

と
し
て
も
、
で
き
る
だ
け
地
域

住
民
の
要
望

に
応
え
る
た
め

に

改
修
事
業

に
努
力
し
ま
す
い
と

挨
拶
。
続
い
て
昭
和
六
十
三
年
 
 度

事
業
計
画
（
案
）
及
び
昭
和
六

十
三
年
度
収
支
予
算
（案
）
を
満

場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
役
員
の
改
選
が

行
な
わ
れ
、

新
役
員

は
次
の
と

お
り
で
す
。
 
（
任
期
二
年
）
 

▽
会
長

・
沢
田
茂
▽
副
会
長

・

平
川
久
次
郎

・
秋
元
幸
之
進
・

鈴
木
俊

一
▽
監
事
・
土
岐
輝
雄
 

・

成
田
善
蔵
・
鳴
海
浄

▽
理
事
 

・

木
下
留
蔵
他
三
十
三
名
▽
委

員
・
山
中

正
津
他
二
十
五
名
 

十
月
ニ
日
行
な
わ
れ

る
、
第

六
回
陸
奥
湾
一
周
駅
伝
に
出

場

す
る
監
督
以
下
金
木
町
代

表
選

手
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
 

昨
年
の
大
会
で
は
、
町
の
部
 

（
三
十
五
チ
ー
ム
）
で

二
十
三

位
。
今
年
は
昨
年
以
上
の
入

賞

を
期
す
よ
う
、
選
手
の
皆

さ
ん

頑
張
っ

て
下
さ
い
ノ

・
 

▽
総
監
督
・
今
誠
康
（
今
与

建

設
社
長
）
▽
監
督
・
工
藤
勇
蔵
 

（
五
所
川
原
中
央
自
動
車
学
校
）
 

・

田
中
馨

（
金
木
町
役
場
）

▽

マ
ネ
ー
ジ
ャ
・
木
下
純

一
（
金
木

病
院

）
▽
男
子
選
乎
・
泉
谷
佳

輝

（
金
木中
2
）
木
ド
吉
貴

（
同
 

2
）
鈴
木

一
二

（
同
1
）
古
川

成
敏

（
金
木
南
中

3
）
西
村
知
 

（
同
2
）
原
田
一
好

（同
1
)
 
 斉

藤
潤
一
 
（
五
農
2
）
三
上
洋

昭
（
同
）
伊

藤
香
津
夫
（
同
）
 

沢
田
孝
誠
（
金
高

2
）
古
川
善

章

（
同
1
）
棟
方
龍
峰

（
木
高
 

1
）
泉
谷
慶
志

（
同
3
）
福
士

嘉
雄

（
五
所
川
原

一
高
教
）
生

玉
充

（
自営
）
田
中
二
三
猛

（
大

学
生
）
伊
藤
永
慈

（
嘉瀬
農
協
）
 

秋
谷
友
行

（
豊
岡
下
請
組
合
）
 

原
田
博
嗣

（
サ
ン
ワ
五
所
川
原

店
）
工
藤
幸
仁

（
岡
田
縫
製
）
 

飯
塚
均
（
県
畜
産
指
導
所

）
小

山
内
道
也

（
会
社
貝

）
伊
藤

一

弘
（
津
軽
信
用
金
庫
）
▽
女
子
選

乎

・
山
中
真
理
f

（
木
高
3
)
 

須
藤
恵
理
f

（
金
木
病
院

）
白

川
理
映
子

（
金
木
中
2
）
白
川

留
美

子

（
同
l
）
小
林
美

香
 

（
金
本
病
院
）
伊
藤
貴
子

（
金

木
南
中
2
)
 

小
田
川
改
修
事
業
期
成
同
盟
会
総
会
 

新
役
【
貝
決ま
る
 

▲小田川改修の早期完成について話し合われた総会 
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無保険（無共済）バイクをなくそうキャンペーン 

第35回NHK青年の主張全国コンクール 

青森県大会 出場者募集 

Ni・1K青年の主張全国コンクールは、若 

い多くの人j郵ニ、身近な体験から感じたこ 

とや考えたことを意見にして発表いただく 

ものです。 
L参加資格 

デf森県在住で、昭和38年 1月16日から昭 

和48年 4 月 1 IiIまで生まれた方であれば、 

国籍をliiiわずどなたでも応募できます。 

2.「テーマ」 （自由） 

家庭、学校、職場をはじめ、広く社会の 

なかで具休的に体験七たことを基に感じた 

こと、考えたことでテーマは自il:iです。 

（発表題例） 

☆僕を変えたある［lの山米ごと 

☆私のキャンノぐスライフ 

☆日本の軒済と私の仕事 

☆1司’世代へ，の熱いメッ七ージ 

☆僕にも暫わせて教育論 

☆私の知らなかった H本 

☆やっばリ家族 

☆火人になるってどんなこと 

☆我が青春の海外体験 

☆親父が大きく見えたとき 

☆lIl:のII,に一廿物巾す 

*21世紀の地球に生きる 

3.青森県大会日時・場所 

昭和63年ll月: i-i（文化の日） 

Nト1K青森放送局 第lスタジオ 

（背森県代表になリ、全lIiI審査で選ばれる 

と、米年l月15日 く成人の日〉東京、NトI 

Kホールて弔月く全困コンクールに山場でき 

ます。） 

4．応募方法 

☆自分の主張を 5分以内に発表できるよう 

にまとめる（400字詰lji、稿 JIJ紙 4 枚f』il度） 

☆原稿の送リ先 

青森市松原 2丁IlL I 

N Fl K青森放送局「 I‘」年の主張の係」 

☆原稿締め切り 

昭和63年】0月 14 li(?.iz・着（原稿は米発表 

のもの） 

5．間い合せ・連絡先 

Nil K 青森放送局「青年の主張の係」 

合 (0177) 74-Sill 

昭和63年産米検査重点事項 

t～青森食糧事務所五所川原支所～ 

本年産米の集荷に棚え、’k々の対策を講

ずる時期となリましたので、次のことを守

リ全」，tl等米で出荷しましょう。’ 

I.関係指導機関の情報に留意し、適期刈」収

リを励行しましょう0 刈遅れは茶米や胴

訓米発生原因となリ、光沢不良で保管、  

色貯留によリ着色粒が発生します。 

2．作業体系を見直し迅速な作業を努め、着

色粒の発生、防止に努めましょう。高水

分もみの長時l111のたい積等、不良の保管、 

貯留によリ着色粒が発生します。また、 

カメ虫等の喰害によっても発生しますの

で、防除に努めましょう。 

＆適・切な乾燥機操作で、適正水分 (15.5%) 

の仕上りに努めましょう。急務な乾燥や

乾燥のしすぎは、胴割粒の発生ばかりで

なく、食味低下の要因となります。 

4.異種毅粒および異物の混入を防止しまし

ょう。脱殺．調製用機械の清掃・点検を

実施し、麦・土砂等の混入のないように

しましょう。 

5.台（まかリ等のひょう量機械は検査済みの

ものを便用し、適正散日の確保に努めま

しょう。 

6．もみずリ調製を適」JIにし、良質米に仕上

げましょう。もみずリに当たっては肌ず

れのないよう、米選機使用に当っては、 

流最調節等によリ効率を高め均質性のあ

る良質米の調製と、もみ混入防止、また、 

継米は産米評価の失墜につながるので絶

対止めましょう。 

7.消費者・実需者のニーズに合った売れる

県産米を目指し、次年度は産米改善・良

品質米生産のため、地」攻に適合した良品

種の作付けをしましょう。 

8.出荷は、制度別（政自他超米）になりま

すが、検査は今年も 「並行検査」 （制度

別同日検査）を実施しますのでー次集荷

業者と連絡を密にし、全最出予Iiしましょ

つ o  

~ 	 学校学生募集 I 
1．目 的 

農業に従Jドし，又は従』ドしようとする II」 

年に対し、農業に関する高度な技術及び経

営管理能力を習得させ、農業の撤興に貢献

することができる優れた農業者を育成する。 

2．応募資格 

高等学校を卒業した者、又は昭和64年 3 

」I卒業見込みの者 

3，募集人員 

畑作園芸課・果樹課・畜産課 = 70名（男・

女） 

※出願手続、入校試験等その他詳しいこと

については、役場農業委貝会（雪53-2111 

内線45）へお尋ね下さい。 

7回日本農村医学会 

公開購演会、シンポジウム 

21世紀を目前に、米たるぺく高齢化社会

に向かって農村医学のあリ方を展望するこ  

とをはじめ、農村医学をめぐる今日的な諸 

問題について探求する、第37回日本農村医 

学会公開講演会並びにシンボジウムが下記の 

とおリ青森市で開催されます。 

I．農業と健康を考える講演会 

ii時 : lorIl9日(*) l0:30-15:20 

場所：青森市文化会館大ホール 

I．農村における高齢化社会への対応シン 

ボジウム 

Fi時 : lOfl21II( 	15:20-17:20 
場所：肯森市文化会館大ホール 

懸賞論文を募集ノ ~  
地方自治法施行40周年・自治制公布100年 

記念懸賞論文を自治省等が主催者となって 

募染しています。 

Lテーマ 「21'世紀をめざす地方自治」 

（同趣旨であれば題名は『iiilです。） 

2．賞金 1席100万ill、 2席50万III 

3席20万円、佳作（ 5点）5 万円 

3．原稿用紙 タテ書'400字詰2O-30枚 

L締切 63年12月末『1 

5．あて先 〒los東京都港区西新僑Iの7の1 

自治総合センター 

(雪03-5O4-084I) 

昭和64年度 

自治医学大学入学者募集 

募集人員 100名 

出願乎統等詳しいことについては下記に 

お問い合わせ下さい。 

記 

〒 030 v'f森市長島 1-1一 1 

青森県庁医務薬務課 

‘て，ol77 	22 	iiI I Ii’! 

「住みよい金木町を 

考える懇談会」 

（仮称）を設立致したく、意見を

述べ、実行に努める意欲のある

方は何準 9 月30日までにお申し

込み下さい。 

申込先 金木町役場企画室 

ff53- 2111内 t40 

秋の全国交通安全運動（9 月21日～30日） 



公立金木病院長江渡 諒治 

ふえる大腸ガン 

て 

・

し
 

‘よ
 

め
 

”し
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×
 

ー
  
」
 新伍ちゃん 

7 月26II'~二よIし 
休屯 3.3(X)グラム 
川介 I二宇川野 
泉谷 雅彦さんの 3 男 

と 、 

沙希ちゃん 
7 月2511生まI' 
体垂 3.200グラム 
金木 若松町 
工藤 文則さんの長女 

山
食
ぺ
、
便
の
敬

を
多
く
し
、
 

排
便
を
早
め
る
事
が
大
事
で
す
。
 

繊
雑
と
言
っ
て
も
、
な
に
も
糸

の
様
な
も

の
だ
け
で
は
あ
リ
ま

せ
ん
。
人
間
が
消
化
出
米
な

い

も
の
す
べ
て
含
ま
れ
ま
す
“
海
草

全
般
．
し

い
た
け
、

．M
類
に
大

量
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
‘

こ
れ

ら
の
食
品
の
は
か
野
菜
な
ど
充
分

と
る
様
に
心
掛
け
て
ド

さ
い
。
 

戸
籍
の
窓
 

八
月
届
出
 

お
め
で
と
う
 

L
”
勝
 
 

沙
希
 
文
則
 

泉
谷
 
新
伍
 
雅
彦
 

尚
理
 

稔
 

【
】f
 
勝
美
 

裕
子
 
順
造
 
金
 
木
 

】
り
 
【
上
 

!J
 

中
柏
木
 

工
藤
み
な
み

楼
庭
由
香
皿

葛
西
 
温
子

岩
闘
 
杏
奈

山
中
 
伸
吾

丹
場
 
夏
子

古
田
 
奈
緒
 

お
し

あ
わ

せ
に
 

蕊
破
「
 

霞
n
利
什
 

霞
縫
 

癖
』
「
 

森
下
 
「
」
 

（
」鴛
 

、
外
崎
 
衛

（
恒
美
）
一所
川
似
市

一
」
ー旧
“l
K丘
．‘
一
《
】
ノ
、●
、
一
h
 
ト
 

お
＜
や
み
 

嘉
 

喜
良
市
 

木 倉 倉 瀬 木 木 倉 木 瀬 

金 川 川 嘉 金 金 川 金 

90648468567074 577189 
才 オ 才才オ才才 才 才 才 

8
1才
 
喜
良
市
 

、
ー
 
お
わ
び
◆
ー
 

金
木
だ

よ
リ
八
月
号
中
．
 

「手
づ
く
リ
水
軍
」
の
中
で
、
 

嘉
瀬

の
舛
甚
さ
ん
が
嘉
賀
の

舛
甚
さ
ん
に
、
ま
た
、
 
「
は

じ
め
ま
し
て
」
 
の
中
で
、松

尾
健
さ
ん
の
次
男

が
松
尾
竹

男
さ
ん

の
次
男
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
 

訂
正
し
て

お
詫
び
致
し
ま

す
。
 

、
ー
 
係
か
ら

ー
・
ー
 

皆
さ
ん
の
身
近
で
ホ
ッ
ト

な
情
報
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
役
場
企
画
室
広
報

広
聴

係
ま
で
。
 

且」平 藤 小
リI 野 元 松 

金 嘉川 金

木 瀬 倉 木 

金
 

晶
ー
て
寡
 
男

敏
明

良
之

良
一
一

利
幸

茜
 

本金 金 金 喜 金 藤 
"' 	 i't 
う・ 	 パ 

」上 木 木 木 市 木 枝 

今
 

ハ
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小
栗
山
清
治

野
呂
 

正

古
川
 
セ
ツ

加
藤
と
み
よ

波
利
摩
ミ

ョ

工
藤
 
タ
ミ

花
田
惣
五
郎

泉
谷

ハ
ツ
エ

大
橋
 
カ

ッ

木
田
金
次
郎
 

賓
柴

博
文

亀
男

光
男

金
光

光
男

福
治節

 

竹
久
 

・

ト
メ

国
四
郎

繁
雄
 

静
岡
県

弘
前
市

金
 
木

稲
垣
村

金
 
木
 

嘉 嘉 藤 嘉 嘉

瀬瀬枝 瀬瀬 

嘉
 

嘉
 
瀬

北
海
道
 

灘
一難
駐
鶏
蛎
齢
腔
無
難
難
 

.L

ら
す
ぐ
検
査
を
受
け
 

腸
ガ
ン
を
取
り
上
げ
 

丙
、
ム
次

k
」
タ
」
ノ
 

日
本
人
の
死
因
で

は
、
ガ
ン

が
脳
卒
中
、
心
臓
病
を
抜
き
、
 

ト
ッ
プ
に
お
ど
り
出
ま
し
た
。
 

昨
年
は
約
十
九

万
人
も
の
人
が

ガ
ン
死
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中

で
も
不
気
味
に

ふ
え
つ
つ
あ
る

の
が
肺
ガ
ン
と
大
腸
ガ
ン
で
す
。
 

特
に
今
迄
あ
ま
り
目
立
た

な
か
 

て
見
ま
す
。
 

大
腸
ガ
ン
で

一
年
に
約
ニ
万

人
が
死
亡
し
て
お
り
、
近
い
将

来
胃
ガ
ン
を

ニ
す
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
先
般
新

聞
で
報
道
さ
れ
、
皆
様
も
御
読
み

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の

青
森
県
で
も
大
腸
ガ
ン

は
増
加

が
著
し
い
の
で
す
。
そ
れ
で
は
、
 

大
腸
ガ
ン
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の

項
目
に
別
け
て
お
話
し
し
ま
す
。
 

H
ど
ニ
に
出
来
易
い
か
。
 

大
腸
は
、
消
化
器
管
蚊
後
の
部

分
に
あ
る
管
状
の
器
管
で
約
口

米
の
長
さ
が
あ
リ
、

腹
部
を
取

り
巻
い
て

お
リ
ま
す
。
そ
の
働

き
は
、
小
腸
で
た
ぺ
た
物
が
消

化
、
吸
収
さ
れ
た
あ
と
、
水
分

と
塩
類
を
吸
収
し
．
残
っ
た
カ

ス
を
腸
粘
膜

に
ギ
ズ

つ
け
な
い

う
ち

に
旺
門
か
ら
出
す
こ
と
で

す
。

で
は
ガ
ン
が
ど
こ
に
畠
米

易

い
か
と
言

い
ま
す
と
、
最
後

に
便
が
形
づ

く
ら
れ
、
そ
の
便

が

一
時
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
る
s
状

結
腸
と
旺
門
近
く
の
直
腸
に
集

中
的

に
発
生
し
ま
す
。

こ
の
ー
ー
 

つ
の
場
所
で
大
腸
ガ

ン
の
七

、
 

八
割
、
特
に
大
腸
で
．
番
短
か
い
 

直
腸
に
五
割
発
生
し
ま
す
。
残

リ
は
右
側
の
上
行

結
腸
．
L
腹

部
を
横
断
す
る
横
行
結
腸
で
す
。
 

目
大
腸
ガ
ン

の
症
状
 

特
に
多
い
ド
部
大
腸
の
ガ

ン

に
つ
い
て
お
話
L
し
ま
す
。
腸
粘

膜
の

一
部
が
ガ

ン
で
嘘
リ
L
が

ま
す
と
便
通
異
常
と
な
リ
ま
す
。
 

具
体
的
に
は
、
①

一
回
の
量

が
少
な
く
な
る
。
②
排
便
後
ま
だ

残
っ
て
い
る
感
じ
が
す
る
。
③
 
 

便
秘
と
下
痢
を
く
り
返
す
。

④

一
日
何
回
も
ト
イ
レ
に
行
き
た

く
な
る
。
こ
う
し
た
便
通
異
常

と
同
時
に
ガ
ン
の
表
面
が
け
ず

ら
れ
出
血
し
血
液
が
便
に
混
じ

り
ま
す
0
便
の
表
面
が
赤
っ
ぽ

い
．
あ
る
い

は
赤
味
の
あ
る
ゼ

リ
ー
状
の
も

の
が
つ
い
た
リ
し

ま
す
。
又
、
眼
に
見
え
な

い
畠
血
 

（
潜
血
）
も
あ
リ
ま
す
。
そ
れ

を
過
ぎ
る
と
腸
が
閉
塞
さ
れ
腸

閉
塞
を
起
し
ま
す
が
、

こ
う
な

れ
ば
も
う
手
遅

れ
で
す
。
大
腸

ガ
ン
に
限
ら
ず
、
ど
の
ガ
ン
も
初

期
の
う
ち
は
無
症
状
で
す
。
 

し
か
し
完
全
に
治
す
に
は
こ

の
時
期
の
発
見

が
必
要
で
す
。
 

大
事
な
事
は
定
期
的

に
検
診
を
 

る
事
で
す
。
 

同
予
防

の
為
の
食
生
活

大
腸
ガ

ン
急
増
の
原
因

は
日

本
人
の
食
生
活

の
変
化
に
よ
る

と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
食
物
繊

維
が
少
な
く
肉
食
の
多
い
欧
米
型

に
近
づ

い
た
為
、
便
の
量
が
少

な
く
な
リ
、
便
秘
勝
ち
に
な
リ
、
 

そ
れ
が
腸
を
刺
激
し
ガ

ン
に
な

リ
易
く
な
っ

た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
繊
維
の
多

い
も
の
を
沢
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